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開場　１９:３０ 
開演　２０:００ 
(２ステージ入替なし ) （１drink=６００～） 
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伊藤志宏
ピアニスト、ボタンアコーディオニスト、作曲家、アレンジャー、
プロデューサー五歳の頃より祖父の岸川基彦にクラッシックピアノ
を師事する。１４歳のとき東京交響楽団とベートーベンピアノコン
チェルト三番を共演好評を博す。慶応義塾経済学部入学後セロニア
スモンクのソロピアノの CD を聞いて「ジャズもいいかも」 と思い
独学で始め音楽理論も同時に一人で学ぶ。２３歳くらいからいつの
間にかライブを始めるようになりプロ活動を開始特にドラム、ベー
スのいない変則形態における演奏には定評がある。今現在、ソロピ
アノ、ピアノトリオ、多様な編成での独自の活動を模索中。また沢
山の歌手から伴奏者、アレンジャーとして信頼を寄せられる。
＜リーダー作＞
2012 年１０月、自身の初リーダー、プロデュース作品「ladies & 
pianoman」を発表、ウイリアムス浩子、畠山美由紀、青木カレン、
一青窈、たなかりかなど１０人のボーカルを集め、ジャズスタンダー
ドを独自の解釈で表現。2014 年、「ヴィジオネール」と 3 cello 
varistion「タペストリア」をリリース。2018 年、3 cello 
varistion 2nd album「NOCTIODRIA」をリリース。

尾花毅
幼少期をドイツで過ごしクラシックギターのレッスンを受け始める。
学生時代は自作曲を演奏する。プログレッシブハードロックバンドに
て都内近郊のライブハウスで活動する日々を過ごす。あるきっかけで
耳にしたブラジル音楽に衝撃を受け、再びクラシックギターを手にす
る。様々なブラジルの音楽から影響を受けてきたが、7 弦ギターを手
にしてからは特に古いサンバやショーロから多大な影響を受け現在に
至る。近年はさらに低音側に一本弦を増やした 8 弦ギターを使用し低
音域での表現の幅を拡大している。7 弦 8 弦ギターの特徴を生かし幅
広い音楽を通して身に着けたプレイスタイルでクラッシック、JAZZ、
ブラジルまで広範囲のユニットに参加する他、ブラジルから来日する
ミュージシャンのサポート等、数多くのライブをこなす日々を送って
いる。演奏以外では自らが製作したマイクロホンを販売するブランド
[OBANA Microfone] を立ち上げ、音にこだわりをもつミュージシャ
ンに愛用されている。また使用している７弦 ,8 弦ギターは実の父親が
製作した楽器である。

piano 8string guitar
伊藤志宏    尾 花 毅


